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北大水産業報
23(3)， 127-134. 1972 

紅藻イギス目植物 3種の胞子発生

谷 ロ 和 也*

Spore Germination in Three Species of Ceramia1es (Rhodophyt吋

Kazuya TANIGucm事

Abstract 

The development in culture ofω昭osporeand te甘制poreg'ぽmlingsof 
Antithamni，側協争当P側4開制 Yam吋晶 etInagaki and Polysip恥旬ia00801eωSegi， and 
もetrωIporegermlings of Ohondria CT，ω抑 auli8H晶J:V.W倒 firstrepo凶00. Diam伽 m
of ωrpospores組 dtetraspores of Antithamnion 1均ponicumand Polysip恥協ia
ob801eωwere me品目uredimmedi晶，telyaf旬，rliberation，晶ndi色W制服開抗ainedthat 
色he巴晶rposporeswere larger than the 耐 rωpores. D町 ingvery ω.rly sぬg倒，

branches of Antitham1ゆnnヤp側 .icumwere developed al句.mately，whlle the la句r
branche自畠m鴎 oppositely. On the basis of the above observ抗，io田，ぬ.ephyloge・
netic relationshlps b的，ween the Antithamnion ，唱団目。nicum and 色he genus 
Oallithamni，側 (with al句m晶旬 branches) w'ぽ ediscussed. G母国，ra11y，the “自問。色

もiype"of rhizoid was observed in the carpω，pore andもetrωlporegermination of 
PolY8ip，加nゐ obsoleωandthe teもrasporegermina品ionof Ohondria cTassiωulis. 
However， exωp色iona11y，色he“discoiderec七色iype"was found in目everalωrpospore
germlings of Polysiphonia 00801仰. Judging from th，鵬醐ults，iもwouldappear 
that th白“白∞iderec七も，ype"，制 propo駒 dby Inoh in 1947， is noも岨 independent
mode of spore development， b凶 raぬ.eris a va:討的ionof the “ereωtype". In the 
experimen色必8CUS駒 d晶，bove，the cultures were incubated at 180ι.200C and晶 12
hr dark: 12 hr light phoもoperiod姉 anin旬nsiもYof 1500 lu玄Furtherほperimen旬
on Polysip，加仰 00801出柄拘晶，180under句kenat 50C， 100C， 150C， 200C and 250C. 
The spores of Polysip恥nia0080μta showOO normal germin抗ionbetwωn 100C and 
200C， but underwent only飴，veral0011 divisions re開 ltingin formation of on1y 
eigh色ωn目的 50C. Considerable numbers of malformOO germlings were developl姐
at 250C. Inぬ.ee町 lystages of spore germination at 18。ι200C，malformed 
germlings were al自oobservOO in a11 the speci，ωtre凶edin也isp晶，per. HoweV'ぽ，
eventually， even他聞 malformed伊rmlingodeveloped normally. 

緒 雷

紅苦慮イギス目植物の胞子発生11:関しては多くの研究がある。 そのうち，Antithamnionヨツガサネ

属については A.plumula (Ellis.) Thur.ヨツガサネでKi1lian1>，Kylin2入猪野りがいずれも四分胞子

について観察しており，PolysiPhoniaイトグサ属では P.violacea (Ro也)Grev. の呆胞子と四分胞

子について Derick'>が，P.叩 riegata1弘rv. については胞子の種類は不詳であるが Tobl釘りが，

P. urceolata (Dillw.) Grev. ショウヲョウケノリの四分胞子について Rω四 vingeり，猪野3>が，

P. nigrescens (Huds.) Grev.， P. senticulosa 1弘rv.ムツイトグサ，P. morrowii 1弘rv.モロイトグサ，

'北海道大学水産学部水産植物学講座

(Labor，駒 ry01 Marine Bota吻， FI側 uy01 Fis，加物，Holclca仙仇，iverai角的
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P. japonica Harv. キブリイトグサの四分胞子については猪野りが，P. brodiaei (Dillw.) Grev.につ

いては胞子の種類は不詳であるが Ros田 vinge6)がそれぞれ観察している。 Chondriaヤナギノリ属

では C.tenuissima (Good. et Woodw.) C. Ag. ホソヤナギノリについて胞子の種類は不詳である

が Thuretet Bometη が， 叉，果胞子と四分胞子については Derick心が報告し， C. dasyphylla 

(w∞dw.)C.Ag.ヤナギノリの果胞子と四分胞子については猪野りが観察している。筆者は未だ胞子

の発生が観察会れていない Antithamnionnipponicum Yamada et Inagakiフタツガサネと Poly.

sipkonia obsoleta Segiホソイトグサの果胞子と四分胞子，及ぴ Chondriacrassicaulis Harv. ユナ

の四分胞子の発生について報告すると共11:，ニ・三の興味ある事実を明らかにする ζ とが出来たので

それ等についても述べる。御指導と本稿の御校閲をいたTどいた北海道大学水産学部教授，正置富太郎

博士11:深謝の意を表する。京都大学農学部助教授，梅崎勇博土11:は文献の複写その他で御協力をいた

t~いた。記して厚く御礼を申し上げる。

材料及び方法

乙の研究iζ用いた材料のうち， フタツガサネの四分胞子体は 1968年7月29日に函館市外七重浜で，

叉，ホソイトグサの蜜果体及ぴ四分胞子体は 1969年10月7日Ie函館市志苔で， 更にユナの四分胞子

体は 1969年10月14日Ie函館市立待岬でそれぞれ採集した。とれ等の材料は採集後，直ちに実験室に

持ち帰り，漉過海水でよく洗い，大型シャ【レの底にスライドグラスを敷いて減過海水を満した中11:

成熟部分を浮べ，胞子の放出をはかった。放出された胞子がスライドグラスに付着するのを確認した

後，ぞれ等のスライドグラスを培養液が入っている別の小型シャーレに移して培養を開始した。培養

液はホソイトグサとユナでは鴻過海水を単用とし， フタツガサネでは Erdschreiber液を用い 1週

間か2週間に一度換水した。培養は温度を 18.Cから 20.Cの聞に調節した恒温室内で行い， 照度約

1，5∞lux，明期12時間，暗期12時間とした。ホソイトグサはとの他，水温が5.C，10.C， 15.C， 20.C， 

25.CIe保たれた恒温装置の中でも培養が行われたが，照度及ぴ日長時間は前述の場合と同じである。

フタツガサネの四分胞子発生体は約6週間後11:有性体ととZり，成熟して嚢果が生じたので， 1968年9

月18日11:果胞子を放出させて観察Ie供した。尚，胞子の直径は放出された直後におのおの約30個を

選んで測定し， 更にフタツガサネ及ぴホソイトグサの場合は呆胞子と四分胞子おのおのの平均値を比

較した。

観察結果

Antithamnion nipponicum Yamada et Inagakiフタツガサネ

1. 果胞子の発生: 放出された果胞子は明るい紅色を呈し，直径は 27-54μ(平均 40.6μ)であっ

た{図版1，図1)。放出 24時間後，第1回の細胞分裂が起り，大きさの異なる 2個細胞に分かれ(図

版 1，図 2)，やがて小さい方の細胞において第2回目の細胞分裂が第1回目の細胞分裂壁に平行して

起り 3細胞となって頂端細胞が決まるものと{図版 1，図 3)，第1回目の細胞分裂の後， 小さな細

胞の一端に膨らみが生じ，仮根細胞が作られ， やがて突出部の基部において第2回目の細胞分裂が第

1回目の細胞分裂壁に平行に走って仮根細胞の形成が見られる場合とがあった(図版 1，図 4)。後者

の場合はその後頂端細胞が形成されずに，仮根のみが次第に伸長した(図版 1，図的。その後，長軸

に直角な面iζ細胞壁が走り， 4-6細胞に細胞分裂が進んだ頃，大部分の発生体は体部と仮根が決まり.

上下11:伸長して多細胞になっていく(図版 1，図 6)。放出後， 3日目で最初の校が頂端細胞から 3番

目の細胞に形成されるのが見られた{図版 1，図η。一方，仮根の形成が見られない幾つかの発生体

にも正常に枝が形成されていた{図版 1，図 8)。又，仮根形成が遅い発生体で，枝が全然見られない
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ものもあったが，その場合は仮根の先端部分が分岐していた(図版 1.図的。放出後. 4日目になる

と校と仮根が更に伸長する(図版1.図10.11.12)。校は 2本日までは殆んど互生であったが{図版1.

図10).枝の形成が進むにつれて， すべて対生となっていった(図版1. 図11.12)。放出後 5日目

になって仮根形成の遅い発生体にも多数の枝を生じ， それと同時に仮根部分が分股するのがみられた

(図版1.図13)。一方，頂端細胞が決まらず，仮根のみが伸長を続けた発生体は仮根の上部の各処か

ら側枝を出してそれが発達して体部を形成していった{図版1.図14)。

2. 四分胞子の発生: 放出された四分胞子は形，色とも果胞子と同じであるが，直径は 26.7-43μ

(平均 34μ)で果胞子よりやや小さい(図版II.図1)。放出 24時間後，第 1回目の細胞分裂が起り，

大きさのやや異った 2つの細胞に分かれ(図版II.図2).やがて，上部の小きな細胞が膨出し，頂端

細胞となる(図版II.図3)。第2回目の細胞分裂は第 1回目の細胞分裂墜に平行に起札 3個細胞と

なる(図版II.図4)。ζの頃は仮根細胞の形成が見られない発生体が多い。第 3回目の細胞分裂で，

第1回目の細胞分裂壁IL直角に起ったもの{図版II.図5) もあったが，大部分の発生体は第 1.及ぴ

第2細胞分裂壁IC平行であった(図版II.図6)。引き続主体部が伸長し，それに伴って細胞分裂が長

軸に直角に起っていく(図版II.図7)。放出後 3日自には最初の枝が頂端細胞から 3番目の細胞に

形成された{図版II.図的。枝は 2本目まで果胞子発生体と同様，互生が多い(図版II.図8)。ζの

頃tとなってようやく仮根の形成が見られるようになった{図版II.図8)。一方，体部の発達が遅いに

もかかわらず，仮根が著しく伸長した発生体もみられた(図版II.図9)。その後，体部と仮根は序々

に伸長し，枝も次々と形成されていった(図版 II.図10.11)。発生体の中には仮根を全く欠き，両端

IL体部を形成しているものもあった(図版II.図12)。仮根を欠いた発生体は発達して体部だりを正常

に形成してゆくが(図版II.図13.14).放出後 7日目頃までには 2次的に仮根が形成された{図版

II.図15)。乙の発生体の枝には腺細胞が形成されていた。

Polysiph側 iaobsoleta Segiホソイトグサ

1. 果胞子の発生: 放出された果胞子は球形で褐色がかった赤色を呈し，直径は 49.5-68.3μ{平

均 56.6μ)で中央にー核がある(図版III.図1)。放出後数時間で第 1回目の細胞分裂が起り，大き

さの異った 2つの細胞になった(図版III.図2)。放出後 2日目に下方の細胞が膨出し， やがて上

郁の小さな細胞は頂端細胞をつくる細胞となり， 下部の大きな細胞は仮根細胞を分割する細胞となる

{図版III.図3)。引き続き第2.第3回目の細胞分裂が第1回目の細胞分裂壁に平行に起り. 4個細

胞になる{図版III.図4)0 4細胞期で上下の伸長の著しい発生体もある(図版III.図的。放出後，

4日目になって更に細胞分裂が進み，下方の細胞が伸長して仮根細胞がつくられる(図版III.図6)。

放出後. 5日目で7-8細胞になった時に始めて長軸に平行の細胞分裂が発生体の中央部分に起り(図

版III.図7)，その後，更に同様な分裂を繰り返して，周心細胞を形成していく(図版III.図8)。乙

の頃には，叉，仮根が著しく長い発生体も観察された(図版III.図9)。放出後 6日目には大部分

の発生体の体部IC. 更に長軸に平行な面で分裂が生じ，周心細胞がより顕著になり，仮根も伸長を続

ける(図版III.図11)。放出後. 9日目では仮根の先端にやつで葉状の膨出が起っている発生体が数

個体観察された(図版III.図12)。

2. 四分胞子の発生: 放出された四分胞子は形・色とも果胞子と等しく，直径は 38.7-54μ{平均

46.8μ)で果胞子より小さい(図版IV.図1)。放出後，数時間で第1回目の細胞分裂が起り，大きさ

の具った 2つの細胞になる(図版IV.図2)。その後，下方の大きな細胞が膨出し，第2.第3回目の

細胞分裂が第1回目の細胞分裂壁に平行して起り 4個細胞になった(図版IV.図3)。放出後 2
日自には細胞の分裂と伸長が進み， 頂端細胞と仮根細胞が明僚になった(図版IV.図的。放出後，

4日自になって長軸に直角な分裂を生じて6-8個細胞になった発生体に長軸に平行の細胞分裂が続け

て起った(図版IV.図7.8)。その後，長軸に平行な細胞分裂は更に進み，周心細胞を形成していった
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(図版IV，図9，10)。仮根の長い発生体では長軸に平行の細胞分裂の出現が遅くなる傾向がある。放

出後， 6日目には周心細胞と中軸が顕微鏡の FOCUSをかえる ζとによって見わけられるようになっ

た。放出後， 13日自には仮根も体部も旺盛に伸長していくが，果胞子の発生体で見られたような仮根

の先端がやっで葉状になった発生体は 1個体も見られなかった{図版IV，図 12)。

3. 胞子発生と温度との関係: 本種の発生と温度との関係を調べるため， 50C， 10
o
C， 15

0
C， 20

o
C， 

250Cの5段階で培養を行い，毎日， 30個の発生体について， それぞれ細胞数を測定し，それ等の平

均値をもって生育状態を表わした。その結果を図 llL示した。とれによれば， 5
0
Cでは果胞子，四分

201 

d 

国IS
u 
回。
自10

2 -z 
5 

2 3 4 SDAYS 
CARPOSPORE 

201 

:l IS 
同
u 
旬。
明 10
出
同
園

E -z 
5 一戸

3 4 SDAYS 
TETRASPORE 

Text-fi♂11"6 1. Rel叫ionof w，抗ertemper抗町eto spore germination in PolyBiphonia 
ob80leta Segi. -・-WC)， -0一 (100C)，ームー (150C)，一長一 (200C)and -@ー (25

0
C)

indic品加 ωUnumb倒的 respectivew品加rもempera旬re.

胞子の発生体とも 3日目頃で生育がとまった。 ζれはほぼ8細胞期にあたる。 100C，150C， 200Cでの

四分胞子の発生体は各温度において，殆んど生育の相違が見られない。一方，果胞子の発生体では温

度が高くなるにつれて生育が速くなる傾向があるが，発生の経過とともに，生育の相違は小きくなっ

ていく。 250Cでは殆んどの発生体が他の温度では見られない特別な形態を示し 1ないし 3日後には

すべて枯死する。とれについて 2，3の例を示すと，図版IV，図41L見られるようにまず原胞子の一部

が膨らみやがて分裂が起って頂端細胞と仮根細胞を生じるが，細胞内容物は膨らみの部分に移行せず

にそのまま残っている発生体や，叉，図版III，図 10IL見ちれるように数細胞まで分裂が進んだ後，

体部と仮根との閑ILくぴれを生じ，仮根の上端で更に細胞分裂が行われた発生体もあった。更に体部

が完全に枯死した後で，仮根の上部が膨らみ， その部分で細胞分裂が行われたため，その上部が頂端

細胞のようになっている発生体も観察された(図版IV，図的。

Clumd7匂

1. 四分胞子の発生: 放出された四分胞子は球形で暗褐色を呈し，直径は 87.3-1佃 μ{平均1∞μ)

である(図版V，図1)。放出後， 24時間たつと，第1回目の細胞分裂が起る(図版V，図2)。発生体

の大部分はその後上下に伸長し(図版V，図3)，第2回目の細胞分裂が第1回目の細胞分裂壁に平行

に起り 3個細胞となる(図版V，図4)。 との頃tとは頂端細胞と仮根が明確になるが，上下の伸長が

著しく，細長くなった発生体と，上下に伸長せず，球形を保ったままの発生体の二型がある。後者の

ような発生体は球形を保ったまま仮根を形成し，また体部の分裂も前者IL比して速い(図版V，図5，6)。
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放出後， 4日目までは長軸11:直角な分裂のみが行われるとともに上下K伸長を続けるが(図版V，図7)，

4日目K，7-8細胞になって始めてζれまでの細胞分裂壁に直角に分裂が行われる{図版V，図8)。

ζの頃になると体部か味形を保った発生体も，同様な細胞分裂を行い，間もなく他のもう一つの発生

型のものとの区別がつかなくなった(図版V，図的。放出後 6日目には更に長軸11:iOC角及び平行の

細胞分裂が行われ， 上下にも伸長し(図版V，図 10)，体部が細かい細胞におおわれ，表皮細胞が形

成されていった(図版V，図 11)。その後， 分裂と伸長を繰り返すと同時に， 仮根もその数を増して

伸長し，旺盛に生育を続けた{図版V，図 12)。

自命 議

真正紅藻類の胞子の大きさについて猪野りは19種について四分胞子と果胞子の大きさを調べた結果，

同一種では大きさが等しいζとを認め，従来の研究者の観察事実を裏書きするものであるとした。叉，

木下吟は Gelidiumsubjastigiatum Okam. ナンブグサ，Gloiopeltis jurcata Pωt. et Rupr.フク

ロフノリ ，Chondrus yendoi Yamada et Mikamiエゾツノマタ，Rhodoglossum japonicum Mikami 

アカパギンナンソウについて両性胞子の大きさに差異のないことを示した。しかし中村りは

Campylaephora crassa(Okam.) Okam.フトイギス，エゾツノマタで，長谷川・福原10)はエゾツノマ

タで，又，田中11)は Digeneasimplex (Wulf.) C. Ag.マクリにおいて両性胞子の大きさに差異のある

ととを認め，果胞子の直径が四分胞子のそれよりも大きい乙とを示した。筆者も本研究においてフタ

ツガサネとホソイトグサの両性胞子について同様の結果を得た。すなわちフタツガサネでは果胞子の

方が四分胞子よりも平均値において 5.4μ，ホソイトグサでは 9.8μ，それぞれ大であった。 しかし発

生様式において，両性胞子の聞では殆んど差はなかった。次Ir.観察した各種毎の胞子発生について述

べる。フタツガサネでは第1回の細胞分裂の結果，大きさの異った2つの細胞にわかれ，小さな細胞

の方から分化が始まり，やがて，第2回目の細胞分裂が行われ，その結果，頂端細胞が先に決まるも

のと，仮根細胞が先に決まるものとがある。頂端細胞が先K決まった発生体には仮根の形成が見られ

ず，体部のみが形成され，仮根細胞が先に決まった発生体では体部の形成をみずに仮根のみが伸長す

る傾向があるが，しかし発生体が 4-6細胞になった頃には，両者ともに頂端細胞と仮根が出来上り，

上下に分化・伸長する。しかしこの頃になっても未だ仮根と頂端細胞がそれぞれ分化しない発生体も

あり， 乙れ等はその後もそれぞれ一方向にのみ伸長を続けていく。 ζのような発生体はヨツガサネで

猪野りも異常として二・三報告しているが，本種の場合は更に長い期間，観察を続けていくと，やが

て何等かの形で体部，又は仮根が形成され，通常の植物体になっていく。例えば体部のみ形成してい

る発生体もやがて図版1，図 13に示されるように数本の短い揖棒状の仮根を下部に生じたり，又，図

版 11，図 1511:見られるように体部が十分発達して腺細胞が形成されるようになって初めて下部側面か

ら仮根を伸長するものもある。前者の場合はKilli担。， Kylin2)，猪野りによって観察されているが.

後者の場合は未だ報告されていない。一方，仮根のみが伸長して頂端細胞が決まらない発生体の例は

図版1，図 14に示されるが， ζの場合，仮根の上部の各処から体部が形成される。とのような発生体

も報告きれていない。枝の形成11:関してはKilli姐りもヨツガサネの四分胞子の発生で触れており，初

期の状態では例外もあるが，分校は対生であって，白llithamni側キヌイトグサ属のように互生では

ないと述べている。しかし本種では最初の枝は殆んど頂端細胞から 3番目の細胞に形成され，次の枝

は同t細胞には生ぜず，その一つ上の細胞に形成され，互生になる。その後はすべて本属の主要な特

徴である対生になり，先に形成された互生は見られなくなる。乙のような枝の形成の様式は近縁属の

キヌイトグサ属との類縁関係を示唆しているものと思われる。以上，本種の胞子発生はヨツガサネの

場合とほぼ一致し，直立型を示した。又，呆胞子と四分胞子の発生様式には著しい差は見られなかっ

た。本種の発生過程を模式図に示すと図2の如くなる。ホソイトグサでは第1回の細胞分裂後，体部
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と仮根細胞がほぼ決定する。四細胞期以後になると上下に著しく伸長して体部が長楕円形になる発生

体L あまり伸長せず四細胞期のままの外形を保持している発生体の二型になる。 ζのζとはζれま

でのイトグサ属の他の種類については特に述べられていなかったζとである。その後，長輸に平行の
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細胞分裂を続け，周心細胞を形成していくが，仮根の伸長が著しいにもかかわらず，体部の細胞分裂

の遅い発生体もみられた。果胞子の発生体の中で，仮根の先端がやつで葉状IL膨れた発生体が数個体

観察されたが，四分胞子の発生体の中には全く観察されなかった。仮根の先端が不規則に突起し，吸

盤状になっていくという事実はP.violacea (Ro也)Grev.でDerick.4>が.P. nigrescens (Huds.) Grev. 

で Kylin2> が観察し，又，猪野りはムツイトグサ，モロイトグサ，キブリイトグサ，ショウ~ョウケノリ

の各種で観察した。その結果，猪野りは一応，直立型の一変型とも考えたが，乙の特徴を重視して

吸盤直立型と命名した。しかし本種では前述した如く， 乙の型は果胞子の発生体にのみ，しかもほん

の数個体にしか現われない。今後，更に多くの種類について研究を進める必要があるが，吸盤直立型

はあくまでも直立型の一変型とし，独立した発生型式と考えない方が妥当と思う。以上，本種の胞子

発生は仮根の形態で相違があった他は ζれまでの本属の他の種類についての報告とほぼ一致した。

呆胞子と四分胞子の発生様式については果胞子発生体の中に仮根がやっで葉状に膨れた発生体が数個

体，観察された他は著しい差は見られず，直立型を示した。本種の発生過程を模式図It:示すと図2の

如くなる。本種の発生適温は 10-20
0
Cであるが. 50Cの場合 8細胞期以上に発生が進まない。乙

れは長軸に平行する細胞分裂が行われないことを示す。又 250Cで培養された場合， 特別な形態を

もった発生体が見られた。 ζれ等の発生体ではまず体部が枯死するが，仮根の部分が生存していて，

やがてその上部において細胞分裂が起り，頂端細胞に似たものが形成される。 ζれは体部よりも仮根

の部分が不適な条件に耐える能力をもち，個体の維持をはかるのに大いに役立つているものと考えら

れ，早目It:発生適温IL移せば，そのまま生存し続げられる乙とも可能と恩われる。乙れ等の点につい

ては今後，更に調べる必要がある。ユナにおいても第1回の細胞分裂の後，体部と仮根細胞が決る。

ホソイトグサの場合と同様に，体部の伸長の早い発生体と遅い発生体とがあり，後者は前者と比較し

て細胞分裂が早く進む傾向にある。後者のような発生体は生育が進むにつれて前者との区別がつかとZ

くなった。長軸に平行の細胞分裂は6-8細胞になって始めて起り，その後，分裂を繰り返して皮層を

形成していく。生長につれて仮根を多数生ずるようになるが，ホソパヤナギノリで Derick.4>が，ヤナ

ギノリで Derick.4>及ぴ猪野のが観察したような仮根の先端が吸盤状になっている発生体は観察されな

かった。 ζのように同ーの属の閑で直立型と吸盤直立型の二型が存在する ζとは斎藤叫も Laurencia

ソゾ属で触れているが， ホソイトグサのと ζ宅で述べた如く，吸盤直立型は直立型の一変型である ζ

とを裏付けるものである。以上，本種は四分胞子体のみ知られているが，仮根が吸盤状にならなかっ

たζ と以外は ζれまで本属の他の種類で報告された結果とほぼ一致した。本種の発生過程を模式図に

示すと図2の如くなる。以上 3種の発生過程における共通点のうち特に興味のある点について述べ

ると，発生過程の初期において各種とも細胞の分裂が早く，細胞の増大・伸長が遅い発生体と，細胞

の場大・伸長が早く，細胞の分裂が遅い発生体の二型が出現したζとである。 ζれ等はζれまでそれ

ぞれの属の他の種類において異常発生として報告された形態も含まれるが，発生の進行IL伴ってすべ

て正常に生育するようになる。 ζのζとから初期発生IL出現する様々の形態は異常発生とみなすべき

ではなく，発生の過程で細胞の分裂と細胞の増大・伸長が必ずしも一様に行われないために生ずるも

のと思う。

摘要

1. 紅藻イギス自の Antithamnionnipponicum Yamada et Inagakiフタツガサネ.Polysiphonia 

obsoleta Segiホソイトグサ.Chondria crassicaulis泊四.ユナの3穏について胞子発生が観察され
~. .-。
2. フタツガサネとホソイトグサの呆胞子及び四分胞子の直径が放出直後It:測定された結果，果胞

子の方が四分胞子より大きかった。
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3. フタツガサネの枝の形成は極く初期では互生であるが， まもなくすべて対生となる。乙のとと

から互生の枝をもっ Callithamnionキヌイトグサ属との類縁関係が考えられた。

4. 仮根の形成に関して，直立型がホソイトグサの果胞子と四分胞子の発生体， 及ひ・ュナの四分胞

子の発生体で見られた。しかし例外的に吸盤直立型がホソイトグサの果胞子の発生体において数例で

はあるが存在したζとから，猪野3)が提唱した吸盤直立型は独立した発生型とするよりもむしろ複立

型の一変形とした方がよいと考えた。

5. 培養はすべて 18
0
Cから 200Cの聞で，照度 1.5∞l眠，明期12時間，暗期12時間で行われた。

そのほか， ホソイトグサにおいては. 50C. 10oC. 150C. 20oC. 250Cの各温度のもとで実験が行われ

た。その結果，ホソイトグサの発生適温は 10-20oCであり.50Cでは 8個細胞以上に分裂が進まず，

250Cでは特異な発生体が多数出現する ζとが判明した。

6. 18-20oCで場養された発生体の中にはその初期において3種とも特異な形態の発生体が観察さ

れたが，乙れ等はすべて発生が進むにつれてE常に生育した。
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Explanation of Plates 



PLATE 1 

Antithamn伽~n色>p側icum y，晶m晶d晶的 h晶ga.ki

Succe飽iveBtagωin germination of ω.rpωpore自

Fig. 1. Liber品加dcarpospore. 

Fig. 2. Twenty-four hour germling， sho討 ngthe缶百七 di吋sion. Two unequ晶lωIIs
are formed，也esmaller is組晶，picalcell. 

Fig. 3. Two day germling consisting of色祉関 ωUB，bt訪日叫1lacking the primary 
rhizoid. 

Fig. 4. Two day gぽ mlingconsisting of色』明 ω118，and withも，heprim広町yrhizoid. 

Fig. 5. Further development of 3・ωlledB旬geshown in Fig. 4， Bhowing晶 moreelong，晶ぬd
rhizoid. 

Fig. 6. Two day germling co田 istingof 6ω118. 

Fig. 7. Three d晶ygermling consisting of 6 cellB. A branch is being formed on the 
thirdωll. 

Fig. 8. Three day germling with br姐 ch倒， b凶 lackingof primary rhizoid. 

Fig. 9. Three d晶，ygermling， with自everalprimぽ yrhizoids. 

Fig. lO. Four day germling， with al旬m晶飴，lyform吋 branch倒.

Fig. 11. Four d晶，ygermling， with OppOBI"ぬlyformed branch倒.

Fig. 12. Further development of germination目:hownin Fig. 11，金。m 4 d晶，yculture. 

Fig. 13. Five伽，y germling， in which 3 pr出品ryrhizoids and many branch偲ぽ唖

formed. 

Fig. 14. Five day germling， with晶 m乱lformedvegetative portion developed on the 
upper p副 ofぬerhizoid. 
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PLATE n 

Antit加倒的必仰帥伽mYamad晶 6色h晶g晶ki

Suoo醐 ive8句gesin g'ぽ mina品ionof句句舗lpores

Fig. 1. Libe~抗ed 句祉制:pore.

Fig.2. Twenもy品 urhour germling， 8howing伽 ounequal oe118 divided by島岡田V悶 8
0611 W:晶H.

Fig. 3. Further developme凶 of2・ωUed8句.gein Fig. 2， sho討ngformation of色he
api側 1celI. 

Fig. 4. Two day g町 mling∞nsistingof 3 oe118. 

Fig8. 5 and 6. Two d畠，ygermling consisting of 4ω118 and 8howing the orientation 
of色heω11walls. 

Fig. 7. Two 伽ygermling consisting of 5ω118. 

Fig. 8. Three d晶ygermling， in whioh branohe8 are alterna旬，lyformed. 

Figs. 9-11. Germling with branoh，倒晶nda we11・developedrhizoid. 

Fig. 12. Germling w抗ha double句 ex，buも lacking晶 rhizoid.

Figs. 13 and 14. Germling with晶 prim品，ryrhizoid and we11-developed branohes. 

Fig. 15. Seven day germling with晶 malformedrhizoid. 四 i8Wiωse∞ndarily formed 
a8 an ou匂m同 :hof the vege刷 ivepo吋ion，and shOW8 the formation of a gl阻 dωnon也e
bmnoh. 
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PLATE llr 

Poly.吻伽.iaob8oleta Segi 

SUCCE瑚 ive8旬.ge8in germination of ωt'pωIpol'E渇

Fig. 1. Libぽ晶旬d08呼o8pore.

Fig. 2. Seve~晶1 hour g'町 mling，sho討ngtwo unequal ce11自 dividedbyもhe盆揃岡田-

veme ce11 w晶H.

Fig. 3. Two day germling wi色hprimary rhizoid. 

Fig.4. 由民ed晶.ygermlingωnsisting of 4ωl1s， and sho討ngもheprim創y rhizoid. 

Fig.5. F耐 herdevelopmen色ofthe plan色shownin Fig. 4， sho討ng晶 more elong晶句

germl泊g.

Fig. 6. Four day germ1ing∞nsisting of 6ωl1s・

Fig. 7. Five day germ1ing∞nsIBting of 7-8ωHs晶.ndsho討ngthefi蹴 ce11wa11 
orienぬdpぽ畠11elもothe longitudin晶l晶xIB.

Figs.8岨 d9. Fived晶ygermling which developed fi凶，her伽，n色hesmge shown in Fig. 7. 

Fig. 10. M品lformedgermling cultured at 250C. Noぬ theremarkable∞m凶 .ction
betweenも，hevege加もiveportion and色herhizoid. 
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PLATE IV 

Pol.伊ip加飽.iaぬ8Oleta!Segi

Succe倒 ive飾品ge岨泊gen:凶na.tionofぬ岡昭or明

Fig. 1. Lib町晶飴d給量rωpore.

Fig. 2. Germling， 8eV'町晶，1hoぽ畠此ぽ liberation，and也o討 ngtwo unequ晶，} celIs 
divided by色hefirs色ceIlw晶II.

Fig. 3. Tw阻色;y-fourhour gen叫泊g∞回istingof 4ωIIs. 

Figs. 4岨 d6. Malformed germling cult町 吋 凶 250C.

Fig.5. Two d晶，ygermling， wi白血rtherdevelopment of也erhizoid. 

Fig. 7. Four d晶ygermling consisting of 6-8 celIs， withぬ.efi醐 ω，}Idi吋sionpぽ晶.Ilel
もo曲。 longiもudina.1眠 is.

Figs. 8-11. Fur伽adevelopmenもofgermination in the s'旬。匝hownin Fig. 7. 

Fig. 12. WeIl・de刊，IopedgennIing with two rhizoids (13 d可。叫色ure).
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1o 1 IJ15~ 

TANIGUcm: Spore germination in three species of Ceramiales 



PLATE V 

C加ndriacr，ω抑制liaHarv. 

Succe自由ivesぬg倒 in germ.ination of同 raspores

Fig. 1. Liberaぬdもetr.ω，pore.

Fig.2. Twen色，y-fourhour germling， showing the firsももr品田，ver自e wall wiもh two 
unequal c唱lls.

Fig. 3. More advanced stage of 2・celledgerm.ling， show泊g蜘 ぬ justbefore the next 
cell divi自ion.

Fig. 4. Germ.ling of 3 cells. 

Figs. 5-7. Furもherdevelopment of germ.ination， with only transverse cell w品lls.

Figs. 5 and 6. G母.rm.lingmaintaining round sh品，peat 3・celled凶age.

Fig. 7. Ell桝iω1germ.ling with rhizoid. 

Figs. 8 and 9. Four day germling， showing the first longitudinal cell wall. Germling 
in Fig. 9 has mainぬinedthe round sh却 e.

Figs. 10 and 11. Six day cult旧 e，showing a more advanced stage germin晶tion. Note 
∞凶icalcell自 inFig. 11. 

Fig. 12. Well-developed germ.ling with 3 rhizoids. 
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1o ，10Op. 

TANIGucm: Spore germina品ioninも，hree自:peoiesof Ceramiales 
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